








































































































































































































































（Bernard Favreau, George Mandel ou la passion de la république, Fayard, 1996;
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(19) 四十年以上の時間を隔てた、しかも性格のまったく異なるこのふたつのテク
ストを、直接、比較・検討することには、確かに、ある種の危うさがつきまとう。
しかも、『フランス植民帝国』は、のちのデュラスであるドナデューがその全体の
草稿を執筆しているとはいえ、あくまでも「共著」として発表されたものである
のだから。この点については、どれほど慎重になってもなりすぎるということは
ないだろう。
(20) IMEC資料については佐藤浩子氏から貴重な情報を得ることができた。
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